
南

ア

7

-

カ

の

商

業

と

工

業

〔濁
巣
〕

鋸
業
の
問
で
あ
-
且
つ
叉
農
業
の
園
で
あ

る
南
ア
フ
リ
カ
に
は
､
商
工
業
に
大
し
て
見
る
べ
き
も

の
ゝ
な

い
の
は
勿
論
で
あ
る
が
.

一
九

1
0
年
商

阿
聯

邦
が
作
ら
れ
て
以
求
長
足
の
進
歩
の
跡
が
見
ら
れ
､
そ

れ
と
共
に
商
業
並
び
に
工
業
上
の
施
設
に
於
で
も
著
し

い
捷
化
が
あ
っ
た
｡

南
阿
聯
邦
の
梅
外
貿
易
は
輸
出
入
合
せ
て
､

一
九

l,

C
年
に
は
九
千
髄
鳩
だ
っ
た
の
は
､

一
九
二
七
年
に
ぽ

ti
億
七
千
郡
確
p

一
九
二
八
年
に
は

ti
億
七
千
六
百
嵩

櫨
に
逢
し
た
｡
又
園
内
の
製
造
工
場
は
最
近
で
は
略
内

地
の
需
栗
を
満
L
p
諸
方
の
工
場
よ
-
の
製
産
苗
は

一

九

二

年
の
千
七
胃
散
相
か
ら
.

一
九
二
六
-
七
年
の

木

下

亀

城

九
千
八
百
筒
磯
に
槍
加
し
た
｡
光
も
此
間
に
物
債
は
約

三
割
乃
至
四
割
の
騰
貴
を
氷
し
て
ゐ
か
が
､
そ
れ
に
し

て
も
閥
工
業
の

一
大
教
施
し
た

乙と
は
是
等
の
数
値
か

ら
で
も
親
以
知
少
得
る
所
で
あ
る
｡

〔輸
出
〕

輸
出
は

.L
九

1i
〇
年
に
は
五
千
四
百
商
碑

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
に
.

一
九
二
七
年
に
は
九
千
六
百

常
傭
､

一
九
二
八
年
に
は
九
千
七
宵
笛
確
に
'達
し
ね
｡

其
大
部
分
を
占
め
る
も
の
は
錬
産
物
か
然
ら
ず
ん
ば
蛙

産
物
で
'
殊
に
釦
産
物
は
断
然
其
過
牛
を
占
て
は
ね
る

然
し
近
年
は
農
業
並
び
に
牧
畜
の
進
歩
聴
達
に
従
っ
て

農
産
物
の
漸
次
増
加
し
て
ゐ
る
革
は
p
次
の
表
を
見
て

79
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
.

偶

阿

聯

邦

の

崎

山

(
一
九

一
〇
-
二
七
年
)

幼

荏

佃

▲自
分
比

JL=

望

p先
山
F/
0
0
0

川
八
F
天

山.I
.
O
rJ
O

絹
:=];;米
利
加
の
相
集
と
エ
非

股

産

物
構

外

､宍
混

､0
0
0

三

'
聖

火'
.
C
iO
O

其
他
の
産
物
探

ニ

､ニ
ス

'ロ
0
ロ

四
､
l
八
]
､
0
0
3

望

七

二

叫



地

城

約
十

三
秒

董
三

雲
'突
当
OC)C)

慧
%

三
､三

m
.OC!0

毒
1七

六〇
三
3
'000

三
%

天
.DO
C

､0
00

此
表

で
も
明
か
を

様
は

何
れ
の
産

物

も
葉
質
的
に

は

漸
次
増
加
し
て
は
ゐ
る
が
'
錬
産
物
の
比
率
は

一
九

1,

0
年
以
凍
逓
減
の
傾
向
を

不
し
､
反
封
は
農
産
物
に
は

薯
し
き
増
加
が
見
ら
れ
る
｡
然
の
み
在
ら
ず
南
阿
か
ら

輸
出

さ
れ
る
鋸
産
物
は
園
内
に
塵
す
る
殆
ん
ど
基
部
の

も
の
で
あ
る
が
､
蔑
産
物
は
囲
内
で
直
接
君
-
は
閉
按

は
滑
費
ruれ
る
畳
が
､
人
口
の
壇
加
と
北
ハに
益
々
多
く

在
っ
て
ゐ
る
rJ
と
を
考

へ
れ
ば
'
蓮
が
閣
内
経
済
の
上

に
如
何
な
る
位
置
を
占
つ
j
あ
る
か
は
自
明
の
fJ
と
で

あ
る
｡
r
Jは
言

へ
鋸
産
物
は
依
然
抽
出
の
大
草
h
t占
め

南
阿
の
購
買
力
を
培
っ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
｡

触
産
物
の
内
で
最
も
著
し
い
も
の
は
金
で
､
其
輸
出

額
は

一
九
二
七
年
に
は
金
輸
出
の
四
割
五
分
に
皆
-
I

世
界
に
粗
例
を
見
な

い
塵
で
あ
る
｡
且
つ
南
阿
の
金
は

殆
ん
ど
歩
調
を
量
せ
ず
鼎
年
増
崖
h
tつ
ゞ
け
､

一
九

一

〇
年
か
ら

1
九
二
七
年
迄
に
噂
加
し
た
錬

産
物
の
抽
出

額
千
八
軍

二
十
寓
棟
の
内
.
千
首
七
十
寓
磯
は
金
に
よ

-
､
又
三
宵
八
十
常
傭
は
金
剛
石
は
よ
る
も
の
で
あ
る

節

六

班

巴

八

二

二

元

%

荻'実
れ'0
0
0

七
%

克

%

八
tOOC)､0
0
0

八
%

此
二
十
六
年

間
は
だ

け
石

炭

の
抽
出
衛
は

二

百
嵩
唐
.

錫
の
輸
出
額
は
十
八
商
機
を
樹
加
し
た
が
'
唯
銅
だ
け

は
四
十
九
常
碑
か
ら
四
十
七
薗
七
千
確
に
減
退
し
た
｡

近
年
は
史
に
種
々
の
欄
金
属
の
開
教
に
注
意
さ
る
ゝ

様
に
潤
っ
て

石
綿
の
輸
出
は

一
九

一
C
)年
の
二
轟
六

千
碑
か
ら

一
九
二
七
年
に
は
十
八
爵
九
千
破
と
な
-
～

格
各
課
銑
鋪
'
蛍
石
'
及
剛
玉
は

一
九

一
〇
年
に
は
殆

ん
ど
輸
出
を
兄
夜
か
つ
ね
が
t

.i
九
二
七
年
に
は
各
々

四
甫
三
千
妨
'

一
常
三
千
癖
及
九
千
樽
の
輪
田
を
見
る

に
至
っ
た
｡
是
等
の
錬
物
の
輸
出
は
種
々
在
る
障
害
の

た
め
'
遅
々
と
し
て
進
歩
L
を

い
が
へ
賂
衆
の
敬
達
は

大

い
に
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
｡
猟
浦
俺
や
安
異
母
尼
の
開

登
も
最
妃
大
規
模
的
ほ
計
蕃
n
る
ゝ
に
至
っ
た
｡

以
上
の
外
､
鋸
産
物
の
輸
出
貿
易
と
し
て
最
近
に
発

達
し
た
も
の
に
'
白
金
と
オ
ス
ミ
リ
ヂ
ク
ふ
と
が
あ
っ

て
t

fI
九

山
七
年
は
於
け
る
輸
出

額
は
前
者
は
十
四
寓

四
千
顧
又
後
者
は
五
嵩
四
千
硬
に
逢
し
た
｡

次
に
最
近
十
八
ケ
年
間
は
於
け
る
盤
産
物
の
輸
出
の



増
減
を
示
せ
ば
次
表
の
様
に
な
る
｡

輪

品

名

出

塘

加

羊

屯

秋

成

玉
判
黍
及
同
地
晶

1
九
山
○
中i.a

三'八〇〇tCOO

J､0
10'OO
rj

宗
〇'000

樹
皮
及
エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ト
二二〇rG
B

出

典

砂

枇

余

紺

地

内

棉光

来

.B

滞

甜

柵

戊

脚
孤

児

物

碓

iL=

舟

計

略

椙

蛇

･3:
朋

七

両

単

毛

食

計

毛
'00CI

宍
t
O
O
u

八'000

式

.
〇

じ
0

ニ
O
t
O
rlJO

減

少
肪

ll.ニ窒
'00
0

九三
､00C!

7
九
二
七
咋闇

芯

､
100'
00
0

.(.I.安
心'(r/
J

T

tr患
0､O
C)Lt

ltニハOtB
〇

八蓋
､

3
0

心八四､8
CI

三
誠'00血〕

石
丸'000

1七〇tO
D
O

l望
.0
(JU

三
ハ､0
0
0

九二tOOO

山ハ八

､
0
0
0闇

E
四
､
0
‥
0

(
0
(
'
0
0
0

相

加
跡

三
三

00.00
0

77,や讃
'
C
O

J

二三

0tOOO

九
四
〇
.

O
O
O

q
穴

.
0
00

3ri六
TCO
O

三
hfr000

品

1
.
0
0
0

芯
0tO
D
O

二三
'〇〇〇

九心､
0
0
0

空
'000

宍
､
ロ8

710.会
心､0
0

0

減

少

.Jm

ニ'三
九'
〇〇
〇

九hJrG
O
O

ニ､iTT二
四
'
0
0
0

農
産
物
の
輸
出
の
糖
加
は
差
引
千
八
甘
五
十
酋
碑

と

岡
駁

米
利
加

の
硝
柴
と
エ
灘

な
る
が
､
此
内
千
三
育
三
十
寓
櫨
は
罫
に
羊
毛
だ
け
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
へ
其
取
引
の
槍
加
は
羊
毛
の
質
量

に
於
で

一
億
二
千
二
育
苗
封
度
か
ら
二
億
六
千
常
封
皮

に
増

加し
た
の
と
､

一
封
皮
の
平
均
償
格
が
七
井
か
ら

一
志
三
片
に
昂
騰
し
た
の
と
に
因
る
79
の
で
あ
る
｡
期

-
羊
毛
の
抽
出
の
盛
ん
に
在
っ
た
結
果
､
塩
代
の
購
買

力
が
著
し
-
高
ま
っ
た
ば
か
-
で
な
-
､
半
枚
業
が
累

年
盛
に
臥
-
､
今
で
は
南
ア
フ
-
カ
の
最
79
重
薮
夜
資

源
の

1
と
在
っ
た
｡

金
其
他
の
鋭
産
物
の
場
合
と
同
じ
-
'
羊
毛
の
鍵
箱

も
大
部
分
原
料
の
ま
ゝ
輸
出
rb
る
～
も
の
で
､
園
内
で

加
工
さ
る
j
も
の
は
殆
ん
ど
な
-
､
樹
皮
及

エ
ク
ス
ト

ラ
ク
ト
で
も
'
関
内
で
タ
ン
ニ
ン
の
製
造
は
費
掛
る
ゝ

も
の
は
年
々
四
常
樽
は
過
ぎ
ず
､
靭
皮
で
79
亦
此
轍
を

出
で
ず
'

<L
九
二
七
年
の
輸
出
額
三
TL｡
七
十
入
歯
七
千

磯
に
封
し
.
囲
内
で
曝
さ
れ
た
も
の
は
五
十
甫
砂
に
過

ぎ
L･J,
い
.

是
に
反
し
て
去
萄
黍
及
共
架
晶
の
輸
出
顎
は
､
園
内

滑
費
額
の
約
三
分

ノ
一
に
過
ぎ
ず
､
砂
糖
､
生
薬
､
結

果
p
.及
鶴
卵
に
於
て
も

殆
ん
ど
同
様
の
踊
係
は
あ
-
､

望

九

二
三



地

政

第
十
三
番

蕉
肉
'
党
内
.
煙
草
.
酒
類
等
ほ
至
っ
て
は
住
は

1
小

部
分
が
輸
出
rTu
る
J

だけ
で
､

1
九

一
〇
年
ほ
は
光
づ

放
出
を
見
な
か
つ

ね
と云
つ
で
好
い
位
で
あ
る
.
然
し

最
近
十
年
閏
は
此
方
面
.ほ
著
し
レ､
進
歩
が
行
は
れ
､
硝

賂
氷
の
顎
蓮
が
大

い
に
期
待
n
れ
て
ゐ
る
｡

『
其
他
の
産
物
』
と
云
ふ
名
目
の
内
は
入
れ
た
79
の
J

中
濃
も
多

い
の
は
p
海
外
か
ら
輸
入
し
た
も
の
を
南
ア

r
タ
カ
砂
隣
接
諮
問
は
再
輸
出
す
る
も
の
､
若
-
は
聯

邦

園
内
で
製
造
し
た
も
の
を
是
等
の
間
々
ほ
輸
出
す
る

も
の
で
あ
る
が
.
過
等
を
外
ほ
し
で
は
魚
粗
､
蝦
魚
､

鯨
油
'
及
鯨
肥
其
他
の
副
産
物
等
が
重
な
も
の
で
､

一

九
二
七
年
に
放
け
る
輸
出
鶴
は
各
々
入
蘭
九
千
横
､
二

十
常
三
千
楢
.
三
十
三
寓
癖
及
十

1
寓
二
千
傍
に
達
し

ね
｡〔輸
F<
〕

輸
入
も
亦

一
九

<L
O
年
の
三
千
七
百
欝
樋

か
ら

1
九
二
七
年
の
七
千
四
富
商
櫨
は
過
去
二
十
七
年

間
に
二
倍
と
な
-
､

一
九
二
八
年
に
は
史
ら
ほ
七
千
九

百
番
櫨
に
騰
っ
た
.

輸
入
晶
と
し
て
最
も
重
な
も
の
は
､
織
物
p
器
械
'金

属
製
晶
の
如
き
加
工
晶
で
､
殊
に
織
物
は

一
九

一
〇
年

第
六
欲

望
0

こ
凹

の
九
甘
寓
槍
か
ら
.I
九
二
七
年
に
は
千
八
百
T二
十
寓
疎

と
在
っ

て十
割
三
分
の
樹
加
を
来
た
し
た
が
p
衣
根
(
下

着
､莫
大
小
.
帽
子
等
を
含
む
｡
但
靴
頬
を
除
-
)
で
は
､

三
Lm
二
十
五
常
傭
か
ら
五
首
九
十
常
椴
は
八
割
の
埼
加

を
見
な
に
過
ぎ
夜

5,｡
是
は
聯
邦
園
内
に
製
脱
工
業
の

勃
興
し
た
馬
で
.
綿
毛
反
物
の
輸
入
が
す
八
十
八
寓
碑

か
ら
五
LTTT商
磯
は
埼
加
し
た
事
か
ら
7P
知
る
串
が
出
凍

る
｡
閣
内
で
は
未
だ
布
畠
の
製
造
は
行
は
れ
伯
が
､
衣

糖
の
製
造
が
漸
次
盛
ん
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
.
反
物
類

の
輸
入
は
今
後
益
々
盛
に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
此

外
碕
注
意
す
べ
き
こ
と
は
穀
物
､
石
衆
､
羊
毛
等
の
産

物
を
入
れ
る
袋

の
原
料
と
し
て
､
嚢
腫
の
輸
入
が
三
十

四
常
磯
か
ら
官
二
十
常
傭
は
噂
加
し
た
こ
と
で
'
是
等

は
閣
内
各
所
小
規
模
社
製
袋
工
場
に
選
ら
れ
て
ゐ
る
.

金
属
､
器
械
､
革
輔
其
他
金
属
製
晶
の
輸
入
は
､

7

九

一
〇
年
の
千
七
十
蕗
碑
か
ら

1
九
二
七
年
に
は
二
千

四
買

二
十
寓
棟
は
増
し
ね
が
､
其
内
六
TiiI嵩
碑
は
器
械

五
官
寓
磯
は
自
動
革
の
輸
入
に
進
-
も
の
で
あ
る
｡
器

械
鴇
で
は
漁
業
用
器
械
及
工
業
用
器
械
の
輸
入
が
著
し

-
増
し
.
電
束
用
新
城
も
親
分
槍
加
し
た
｡
是
は
反
し



て
鉱
業
用
栗
城
の
輸
入
は
多
少
減
少
し
ね
が
､
そ
れ
で

も
年
々
育
苗
確
以
上
の
抽
入
が
行
は
れ
で
ゐ
る
｡
自
動

車
の
抽
入
も

一
九

一
〇
年
の
三
十

一
高
碑
か
ら

一
九
二

七
年
.uI
は
五
BTTT常
傭
に
埼
加
し
た
が
.
自
動
車
は
よ
る

交
通
運
輸
は
今
後
l比
は
聴
蓮
す
る
翌
が
充
分
に
あ
る
か

ら
､
暇
令

自
動
串
の
輸
入
は
今
後
増
加
せ
取
と
し
て
も

現
状
を
維

持
す
る
rJ
と
は
確
か
で
あ
る
｡
金
属
で
は
敢

近
間
内
に
製
織
事
業
が
興
っ
て
衆
力
の
に
も
拘
ら
ず
.

塊
蛾
､
裁
板
､
蛾
菅
､
蛾
棒
等
の
輸
入
が

一
九

lE
O
年

の
六
i･
常
櫨
か
ら
軍

二
十
歯
槽
に
塘
卸
し
た
｡
光
も
近

い
撒
水
に
プ
レ
ト
-
ア
製
織
所
か
ら
製
品
を
用
す
様
に

な
れ
ば
､
抽
入
も
ズ
ヅ
･1
減
少
す
る
様
に
な
る
だ
ろ
う

此
銭
及
銅
の
輸
入
が
急
激
に
増
加
し
た
の
は
関
内
に
僻

造
所
が
輩
逢
し
た
為
で
あ
る
が
p
蛾
及
鋼
以
外
の
金
属

の
輸
入
物
加
は
平
均
簡
加
率
以
上
に
Hj
て
お
ら
ぬ
｡

,其
他
の
物
晶
で
近
年
特
に
輸
入
の
多
-
在
っ
た
も
の

は
､
ガ
ソ
リ
ン
.
で
フ
フ
ヰ
ン
.
鉱
油
等
で

'1
九

一
〇

年
に
は
_
+
二
筋
棟
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が

一
九
二
七

年
に
は
二
宵
ヨ
十
甫
磯
と
孜
か
､
タ
イ
ヤ
1
枚
も
亦

一

九

1
0
年
の
三
嵩
碑
に
封
し
て
一
九
二
七
年
に
は
官
嵩

南
畝
米
利
加
の
佃
光
と
工
業

確
に
逢
し
.
賛
石
､
時
計
､
運
動
基
､
玩
具
､
楽
器
､

馬
具
及
活
動
器
械
等
ほ
於
で
も
二
宮
苗
場
の
輸
入
を
見

た
｡
以
上
記
載
し
た
以
外
の
も
の
で
は
過
去
二
十
年
間

に
閣
内
の
人
口
は
物
加
七
滑
東
商
も
蓮
は
伴
っ
て
噂
し

慣
格
も
亦
昂
騰
し
て
ゐ
る
ほ
拘
ら
ず
輸
入
額
は
判
っ
て

減
少
し
た
.
例

へ
ば
靴
和
は
.P
十
九
苗
碑
か
ら
九
十
五

常
概
に
減
じ
'
家
具
叛
は
三
十
六
寓
碑
か
ら
十
六
寓
磯

に
減
少
し
た
'
叉
印
刷
物
'
文
房
具
'
石
鹸
'
蝋
燭
､

英
子
.
ジ
ャ
ム
'
薬
品
'
燐
寸
等
に
於
七
も
平
均
率
以

上
の
増
加
を
見
な

い
｡
晶
は
閣
内
に
漸
次
起
っ
て
衆
ね

工
兼
に
よ
っ
て
充
分
供
給
さ
れ
る
に
至
っ
た
為
め
で
あ

る
0又

一
九

一
〇
年
以
前
に
は
年
々
決
っ
て
輸
入
ru机

で

ゐ
る
牛
酪
.
乾
酪
､
卵
､
.ベ
ー

コ
ン
及

ハ
ム
､
肉
'

砂

糖
等
は
仝
-
現
在
で
は
輸
入
を
見
な
-
'
或
は
暇
令
輸

入
さ
れ
て
79
極
少
最
に
過
ぎ
ず
､
砂
糖
､
肉
､
卵
等
は

却
っ
て

除出
r
uる
＼
様
に
な
っ
た
..

最
後
に
奔
放
容
粉

の
様
な
食
料
品

を

一
九
二
七
年
に

は
宵
七
十
常
梯
輸
入
し
て
ゐ
る
が
'
是
は
園
内
に
消
費

さ
る
/
紙
量
の
三
分

ノ
一
に
皆
か
､
米
六
十
二
常
九
千

望

t

二
五



地

球

節
十
三
怨

柵
.3

大
蛇

讐

1

二
六

癖
､

コ
-
ヒ
約
百
常
傭
､
茶
九
十
嵩
碑
､
亜
乳
三
十
商

横
等
が
其
束
を
も
の
で
あ
る
｡

〔
エ
黄
〕

商
阿
聯
郵
閣
内
の
製
造
工
案
は

一
九

7
7,

年
に
は
約
千
七
甘
寓
栃
の
生
産
が
あ
っ
た
の
は
過
ぎ
夜

か
つ
ね
が
､

山
九

7
.TTli～

一
六
年
に
は
四
千
苗
砺
'

1

九
二
三
-
二
四
年
に
は
八
千
寓
頑
.

一
九
二
六
-
二
七

年
に
は
九
千
八
打
常
磯
と
云
ふ
風
に
著
し

い
登
壇
を
な

し
て
ゐ
る
0

7
九

一
〇
年
以
前
に
は
覇
業
は
鍋
連
し
た
多
-
の
分

工
業
が
あ
る
に
は
あ
つ
た
が
､
何
れ
も
小
規
模
の
も
の

に
過
ぎ
在
か
つ
ね
｡
然
る
は

一
九

1
0
年
か
ら

li
九

11

四
年
ま
で
の
聞
け
千
六
百
以
上
の
新
し
い
工
場
が
造
ら

れ
p
政
府
も
亦

1
九

一
凶
年
は
種
々
の
物
晶
に
甚
だ
高

率
の
輸
入
税
を
祝
し
て
英
を
保
護
し
た
｡
斯
-
大
数
の

工
場
が
Ⅲ
凍
饗
遣
能
力
が
埼
大
し
た
が
､
共
営
初
に
は

猶
種
々
な

る
困
難
が
あ
っ
た
｡
然
し
適
々
世
界
大
戦
は

倉
し
て
舶
勅
の
不
足
か
ら
舶
賃
の
著
し
-
昂
聡
し
た
の

ほ
刺
戟
n
机
､
園
内
は
憩
富
在
る
原
料
を
有
し
て
ゐ
る

乙
と
J
相
侯
つ
/L
､
国
内
の
工
業
も
漸
-
感
と
覆
う
珊

大
規
模
的
ほ
行
は
る
ゝ
ほ
至
っ
た
が
､
政
府
も
亦
磯
愈

あ
る
布
は
数
次
の
闘
税
の
改
正
を
行
っ
て
保
護
政
盟
を

採
っ
た
の
で
､
今
や
栴
弧
固
な
る
基
礎
の
上
に
確
立
す

る
は
至
っ
た
｡
即
ち
是
等
の
援
々
夜
榛
件
に
促
n
れ
で

南
阿
の
工
業
は
政
界
大
戦
の
勃
聡
し
た

7
九

山
四
年
か

ら
発
展
期
に
入
･cI､
製
造
工
業
の
異
債
が
原
料
と
製
産

物
と
の
償
格
の
朝
蓮
か
ら

ヤ
ザ
-

1と
戚
ぜ
ら
る
J
は

至
っ
て
愈
々
盛
と
襟
-
､

一
九

.L
五
～

一
六
年
は
於
け

る
製
産
物
の
原
慣
千
八
百
常
磯
は
､

一
九
二
六
-
二
七

年
に
は
凹
千
七
百
五
十
鶴
磯
と
在
-
.
過
去
十

一
年
間

に
十
六
割
四
分
の
増
加
を
親
し
だ
｡

近
年
の
工
業
磯
達
の
大
部
分
は
政
府
の
鮭
餅
政
策
は

よ
っ
て
ゐ
る
乙
と
は
勿
論
で
あ
っ
て
､

.L
九
二
五
年
以

前
に
は

山
率
は
二
割
の
関
税
を
掛
け
て
ゐ
ね
の
が
､
同

年
の
改
正
で
園
内
の
工
業
に
打
撃
を
及
ぼ
㌻
機
在
既
製

=nH
は
封
し
て
税
率
を
上
げ
た
ば
か
ら
で
な
-
.
今
迄
無

税
で
輸
入
さ
れ
て
ゐ
カ
'
工
業
原
料
並
び
に
牛
製

品
や

園
内
で
は
金
-
産
せ
拍
物
品
に
迄
も
課
説
す
る
は
至
つ

lP<
｡
惟
鋸
業
や
良
業
は
必
安
臥
-
べ
か
ら
ざ
る
79
の
は

免
税
し
.
叉
園
内
工
業
の
製
産
梨
を
騰
貴
せ
し
め
'
引

い
て
は
問
民

一
般
の
生
活
費
む
櫓
加
せ
し
ひ
る
悌
あ
る

_-+



も
の
は
努
め
て
低
率
の
課
耽
-こ
よ
っ
て
保
徒
す
る
様
は

さ
れ
た
｡

工
業
調
査
の
舟
板
に
つ
従
で
南
阿
の
重
要
工
業
を
掲

げ
る
と

(
i
)穀
粉
｡
曲
数
｡
ビ
ス
ケ
ッ
ト
｡
英
子
.
'F,h
ヤ
ム

(,シ
ェ
リ
ー
｡
貯
減
用
基
物
｡
魚
棟
｡
獣
肉
｡

ハ
ム

及
ベ
ー

コ
ン
｡
牛
酪
及
乾
酪
｡
砂
糖
｡
情
味
飲
料

水
｡
酒
粕
.
煙
草
粗
等
の
製
造
は

f
九
二
六
-
二

七
年
に
は
大
略
三
千
八
十
甫
磯
を
度
し
､
其
原
料

千
二
十
常
傭
に
連
し
た
が
'
其
中
心
地
は
ケ
ー
プ

牛
島
で
金
産
根
の
四
分

ノ
一
む
遷
し
て
ゐ
る
｡

(
二
)鋳
造
柴
､
蛾
鋼
業
､
錫
銅
銭
等
の
燃
焼
､
飯
山

又
は
鎖
道
川
工
業
'
鍛
冶
､
ポ
ン
プ
製
造
､製
線
､

門
垣
等
の
製
造
等
ほ
開
す
る
も
の
は
七

一
九
二
七

年
に
は
二
千
百
十
歯
棟
を
度
し
.
其
原
慣
千
六
十

嵩
磯
に
達
し
た
が
七
夕
ヰ
ヅ
ト
ク
オ
ー
タ
ー
ス
ラ

ン
ド
を
罪
婁
中
心
と
L
t
鼻
腔
の
約
年
分

を
座
し

て
ゐ
る
0

(
≡
)
建
築
､
洗
耽
工
事

築
港
､
下
水
'
棟
数
等
の

工
事
は

1
九
二
六
-
二
七
年
に
工
軍
費
線
額
九
同

相
洗
米
刑
加

の
摘
光
と
エ
非

四
十
商
硬
を
要
し
.
其
貸
費
は
四
宵
九
十
寓
櫛
は

達
し
た
｡

(
E
I)保
線
塵
､
肥
料
､
石
鹸
､
峻
鵜
'
燐
寸
､
塗
料

防
腐
剤
､
タ
ン
ニ
ン
'
炭
酸
瓦
斯
'
滑
剤
'
薬
晶

等
の
製
造
は

1
九
二
六
-
二
七
年
に
は
線
額
六
百

四
十
寓
顧
'
原
慨
二
官
八
十
甫
碑
に
達
し
'
ダ
ー

バ
ン
が
其
中
心
地
を
な
し
て
金
閣
鹿
川
高
の
三
分

ノ
l
を
出
し
'
ク
ヰ
ツ
ト
ウ
オ
ー
タ
ー
ス
ラ
ン
ド

及
ケ
ー
プ
牛
島
が
是
に
敢

い
て
ゐ
る
｡

(
五
)印
刷
物
'
文
房
具
等
は
纏

鶴田
付
八
十
寓
碑
､

原
慨
三
百
五
十
歯
槽
｡

(
六
)仕
立
米
､
洗
濯
業
.
鞄
職
業
.
毛
布
､共
産
'純

等
の
製
造
は
粗
糖
四
丹
甫
槍
､
原
慨
二
甘
寓
構
｡

(七
)皮
革
及
皮
革
加
工
業
は
紙
額
三
百
五
十
寓
穣
'

原
債
汀
三
十
常
傍
｡

(
A
)
セ
メ
ン
ト
､
煉
瓦
'
ク
イ
ル
､
石
衣
､
硝
子
等

の
製
造
は
練
塀
三
層
二
十
甫
破

､
原
慣
二
甘
五
十

笛
構
｡

(九
)家
具
及
室
内
装
飾
は
組
額
二
百
寓
構
'
原
慣
百

十
嵩
癖
を
貸
し
た
｡

竺

三

二
七



地

球

柵.S
十

三
容

最
近
五
ケ
年
間
に
新
に
起

っ
た
工
業
と
し
で
は
綿
毛

布
'
フ
エ
ツ
ト
帽
子
'
自
動
車

々
憶
､
洋
燈
'
釘
'
ボ

ル
ト
r.
及
物
'
シ
ャ
ベ
ル
､
錦
織
､

ベ
ー
キ
ン
グ
.

メ

ウ

ダ
ー
-p
薬
品
､
革
細
工
､
衣
服
等
の
製
造
業
が
あ

る

が
是
に
も
ま
し
て
珊
要
な
の
は
捉
雄
か
ら
行
は
れ
て
ゐ

た
既
成
服
(
槻
衣
.
ピ
J,,h
ヤ
マ
を
含

む
)
'
英
子
も
靴
p

印
刷
物
及
文
房
具
､
家
典
､
石
鹸
及
蝋
燭
､

ホ
ー
ス
其

他
の
ゴ
ム
製
晶
'
セ
メ
ン
ト
､
闇
達
次
､
練
乳

､
ベ
ー

コ
ン
及

Pt

ふ
.
粘
土
及
石
綿
製
品
等
の
製
造
で
?
日光
叉

近
年
大
い

に
進
辞
し
た
ば
か
-
で
在
-
.
今
後
更
ら
ほ

山
段
の
敬
連
を
す
る
望
が
あ

る
.0

閣
内
の
製
造
工
業
の
原
料
な

-
草
成
晶
の
約
年
分
は

囲
鹿
晶
で
あ
る
が
一､
蟻
わ
の
平
分
は
園
外
は
原
料
を
仰

が
ぬ
ば
な
ら
ぬ
の
で
p
工
業
の
磯
連
は
閣
内
の
農
産
及

錬
磨
晶
の
質
異
を
盛
ん
を
ら
し
む
る
と
共
に
'
外
聞
貿

易
を
も
盛
ん
ら
し

め
て
ゐ
る
｡

園
阿
園
内
の
乾
燥
地
域
は
甚
だ
旗
大
在
面
積
を
占
め

て
ゐ
る
の
で
､
濯
斬
新
業
は
日
下
苗
阿
聯
邦
の
直
而
し

て
ゐ
る
最
も
大
き
な
問
題
の

1
つ
で
あ
る
｡
政
府
で
は

擢
配
月
な
る
も
の
を
設
け
多
数
の
技
術
者
を
使
っ
て
団

爪

大

洗

川
二
四

二
八

内
の
最
も
盛
決
を
地
方
の
醜
枕
を
計
番
し
て
ゐ
る
が
其

事
業
は
甚
だ
国
難
を
も
の
で
､

山
九
二
六
年
に
計
苗
さ

れ
た
も
の
史
け
で
宵
二
,<LJ
下
ら
覆

い
が
､
完
成
さ
れ
た

も
の
は
此
内
の
七
十
七
計
苗
だ
け
で
､
三
.pLii五
十
嵩
碑

以
上
の
経
費
を
要
し
.

一
九
三
p
六
三
八

竜
ル
グ

ン
(
Lf

モ
ル
グ
ン
は
二

｡
一
一
六
五
四

エ
ー
カ
ー
に
替

る
)
那

我

一
六
七
.
二

一
六
町
歩
を
新
作
し
得
る
様
に
を
ら
し

め
LJ
.
商
阿
の
製
造
業
者
は
断
え
ず
直
面
す
る
困
難
を
出
凍

る
だ
け
晦
減
す
る
馬
は
､
多
-
は
前
角
の
形
式
を
と

っ

て
ゐ
る
｡
:N=;
し
て
政
道
踊
係
の
工
場
七
十
五
は
連
す
る

以
外
の
T
嘉

の

1
期
の
東
上
鼠
は
､
過
去
八
年
間
に
七

百
常
横
を
翰
加
L
t
政
近
で
は

一
千
番
傍
は
蔑
し
た
が

是
は
園
内
の
工
業
に
ょ
る

一
期
間
の
蚤
東
上
高
の

1
割

二
分
入
国
に
都
督
し
て
ゐ
る
｡
(
完
)


